
フレンズジム中川 2023 年度事業所評価結果報告（事業者）11 月実施 

 

【事業所の療育環境や職員体制について】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【業務改善について】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最低でも児童 2 名あた

り職員１名の配置とな

っています。必要に応

じてさらに人員を増や

して支援を行っており

ます。 

月１回の会議やケース

会議の随時開催をして

いますが、職員全員の

参加が難しい状況があ

りました。全職員が参

加できるような工夫

や、情報の共有、意見

を出しやすい風土作り

に向けて、引き続き努

力して行きます。 

運動プログラム時の活動

状況に支障がないよう利

用定員を設定していま

す。 

安全面を考慮しなが

ら、必要に応じて備

品等の買い替え、設

備の修繕を実施しま

した。 

開所から 9 年目とな

り、修繕の必要な個

所が増えてきており

ますので、今まで以

上に日々の安全チェ

ックを徹底してまい

ります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在のところ第三

者評価の予定はあ

りません。今後は

ADC 協同組合の監

査を利用するな

ど、適切な評価方

法について検討を

重ねていきます。 

今年度は事業所全

体での虐待防止や

意思決定支援の研

修、ABAの基礎

研修を行いまし

た。また、運動プ

ログラムの質向上

に向けた、運動補

助に関する研修も

実施しました。 

今年度は８月にア

ンケート調査を実

施済みです。毎年

フレンズジムホー

ムページにて結果

を公表していま

す。 



【適切な支援の提供】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

契約時の保護者に

よるフェイスシー

ト記入内容や、行

動観察により、生

活スキルや行動の

アセスメントを行

っていますが、標

準化されたアセス

メントとしては、

「感覚プロファイ

ル」を導入してい

ます。 

季節に応じた活動

の提供やイベント

を企画していま

す。お出かけイベ

ントも実施してお

り、6 月には、羽

田空港見学イベン

ト、10 月は「い

もほり」イベント

を開催しました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特に放課後等デイ

サービスの支援後

は、送迎に出るス

タッフもおり、就

業前の打ち合わせ

時間の確保が困難

な場合が多い現状

です。申し送り事

項は社員を中心に

集約し、次回の支

援前打合せにて周

知するよう努めて

います。 

お子さんやご家庭

のニーズに応じて

身辺処理動作の練

習や、トイレトレ

ーニングも計画に

組み込み実施して

います。放課後等

デイサービスで

は、お子さん自身

の意思をより反映

させた計画にして

いけるよう、お子

さん自身にも意思

を確認しながら作

成しております。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【関係機関や保護者との連携】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本的なモニタリ

ング期間は６か月

ですが、支援ニー

ズや発達状況に応

じての見直しを随

時実施していま

す。 

関係する機関と

は、必要に応じて

随時連携を取って

います。 

特に、支援方針の

共有や送迎に係る

連絡については、

スタッフ間でも周

知し合い、もれの

無いよう努めてい

ます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自立支援協議会全体

会、こども支援部

会、児発・放デイ連

絡会への積極的な参

加を行い、地域の支

援機関とのつながり

を深めています。 

月１回の戸外活動時

には、地域の方々と

挨拶を交わしたり、

地域のお子さんと公

園遊びをする機会が

ありますが、決まっ

た団体との交流はし

ていません。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【保護者への説明責任等】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度はペアレン

トトレーニングの

導入に向けて職員

の研修を実施して

おります。今後プ

ログラムとして提

供できるよう準備

をしてまいりま

す。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度の保護者懇談

会は、１２月開催を

予定しています。 

フレンズジム通信 

→ 1 回／月、 

SNS：公式 LINE・

インスタグラム・

（Youtube） 

不定期にて発信中で

す。 

苦情の相談窓口と担

当者を明確にした上

で、契約時や折に触

れて保護者の方へ周

知するようにしてい

ます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【非常時等の対応】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在、定期的な地域

交流の機会は設けて

いません。月１回の

戸外活動時には、地

域の方々と挨拶を交

わしたり、地域のお

子さんと公園遊びを

する機会がありま

す。 

事業所には各マニュ

アルおよび行動フロ

ーを、スタッフが確

認しやすいよう、閲

覧可能なファイルや

掲示などをしており

ます。 

年間安全計画に沿って

避難訓練を実施してい

ます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年１回の虐待防止研

修、虐待防止及び身

体拘束等の適正化委

員会を開催し、対象

となるケースがいな

いか確認していま

す。（現在は対象者な

し） 



 

＜総括＞ 

普段から職員間でのコミュニケーションが活発にあり、学び合える関係を目指した組織風土づくりを

行ってきています。今年度も昨年に引き続き職員全体へ向けた研修機会を設けることや、情報の共有方

法への工夫について課題となっていました。必要最低限の研修にとどまらず、より専門性を向上させて

いけるような学びの機会を多く設けていけるよう、今後もさらなる努力を重ねていきます。 

今回の評価結果を受け、他に施設内の安全面への配慮、活動プログラム内容について各スタッフが

主体的にアイデアを出せるような仕組み、各マニュアルの周知などが検討すべき課題として抽出され

ました。施設内の安全点検に関しては、修繕の必要な個所を放置することがないよう留意しています

が、よりスタッフ間での情報共有を徹底していけるよう、打合せでの声かけを実施していきます。活

動プログラムの検討についても、打合せの段階でアイデアを自由に出し合って決定していく流れを作

っていくようにします。各マニュアルについては、いつでも閲覧可能なファイルや掲示で周知してい

たつもりでしたが、スタッフには新任研修時、保護者には契約時に一通り確認するのみになっている

マニュアルもありますので、折に触れて確認していけるような工夫を検討していきます。 

 


